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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞

・堀切川　秀子様～PSW西舘より青山宿泊体験時必要な布団について連絡ありました。布団
は借りることとし10/8(金)直接青山荘へ届きます。又返却時も青山荘
で返却となります。料金は2750円。当日宿泊体験費用と一緒に持たせ
ることとしています。
・澤田　裕也様～担当スタッフより父様へ連絡しています。退院について10月上旬ですすめていましたが、仕事を理由に難しいと話している為主治医からも退院の方向ですすめるよう指示ある為10月下旬の退院で調整すること伝えています。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～右側への傾きや軽度の動作緩慢さはありますが歩行不安定さはなく日課行っています。独語や奇異行動はありません。
・立花　圭様～スタッフから注意を受けると不機嫌となり壁を叩く事ありますが一時的で
す。母親への要求の手紙を持って来ていますが必要な物なのか、金額はい
くらになるのか考えてお願いするよう伝えると不機嫌となることはなく了
承されています。
・小田　タネ様～OTは疲労感から途中退席していますが、依存的な発言はなく臥床し休ん
だ後は日課行っています。
・若沢　理子様～疲労感や息苦しさ、喉がからむ感じがあると話されOTを途中退席しています。その日の体調と相談して無理にプログラムへ参加しなくても良いのではと提案していますが、「うまく言えない…。」と表情冴えなさ見られています。又幻聴がひどいと訴え頓服希望し10：10と15：30の2回リスペリドン内用液(0.5)1P服用しています。服用後は自室にて臥床し休まれています。うまく言えないことでさらにストレスや不安を感じている様子。相手に伝える練習をできる範囲で少しづつやっていくこと提案しています。
<田名部Dr診察・情報＞
・畑中　成夫様～本の出版、青山荘入所、ブロック注射について主治医に確認

　　　　　　　　あり。青山荘入所前に女性に対しての対応、思考に対し問わ

　　　　　　　　れると「信用ないと思いますが、その様な気持ちは一切ない

　　　　　　　　です」と。フェルビナクスチック軟膏1本処方となって
　　　　　　　　います。
・立花　圭様～特定患者様とは引き続きトラブルにならないよう、距離を保つ

　　　　　　　よう指導あり。早朝覚醒の訴えある為、明日よりvds変更。

　　　　　　　ゾテピン錠(50) 1T

　　　　　　　炭酸リチウム錠(200) 1T

　　　　　　　フルニトラゼパム錠(1) 1T　1×vds 7日分処方となっています。
・尾崎　マリ子様～「咳が止まらない」との事で、レスプレンは継続。
「気持ちは落ち着いている」と話すも、意欲や自発性には
乏しい印象続いています。
・成田　早希様～GHの体験良かったと。また「A型に戻るんじゃなくて、B型

　　　　　　　　から慣らして行きたい」と話され、主治医も了解。退院日を
　　　　　　　　気にしている様子で、施設の日程次第との説明受け納得
　　　　　　　　されています。
・堀切川　秀子様～「周りにあんたの目、赤いって言われてます」と。
ＡＺ点眼液 1本処方となっています。
・澤田　裕也様～昨日の父様とのオンライン面会後「気持ちが暗くなった」と
話すも、普段は希死念慮はないと。退院日に関して確認あり
主治医からは、今月中と説明受けています。
・飯豊　信雄様～体調、夜間の睡眠、食事摂取は「問題ない」と。
金属音の幻聴が僅かにあるが、苛々感はないとの事です。
・袴田　隆裕様～動悸はまだある、退院に向け不安時の頓服が欲しいと希望。
10/3(日)での退院指示、臨時薬同内容で1日分処方。退院時
処方13日分、不安時アルプラゾラム錠(0.4) 1T 30回分
処方となっています。
